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1   はじめに 

水素化脱酸素反応は、バイオマスを急速熱分解し

て得られる液成分のバイオオイルを、アップグレー

ドするために重要な反応である。Ni2P をはじめとす

る遷移金属リン化物触媒は、水素化脱硫や水素化脱

窒素において、高活性・高選択性を有する優れた触

媒であるとともに、水素化脱酸素においても有望な

材料群であることが、最近見出されている。 

本研究では、担持量の異なる Ni2P/USY 触媒を調

製し、２－メチルテトラヒドロフラン(2-MTHF)をモ

デル化合物とした水素化脱酸素反応を実施し、Ni2P

触媒の活性を検討した。また、XAFS により触媒の

キャラクタリゼーションを行った。 

 

2   実験 

担持量の異なる４種類の Ni2P/USY 触媒（Ni 量と
して 0.5, 1.0, 1.5, 2.0 mmol/g-support）を合成した。N

触媒は、昇温還元法により調製した。水素化脱酸素
反応の評価は、固定床流通系にて行った。0.3g の触
媒を用い、圧力は 0.4 MPa とし、水素とともに 5 

mol% 2-MTHFを導入した。 

触媒のキャラクタリゼーションとして XAFS 測定
を行った。Ni2P/USYおよびバルク Ni2Pの Ni K-edge 

(8.233 keV)を透過法にて測定した。測定は室温にて
行い、ビームラインは BL-9Cを利用した。 

 

3   結果および考察 

低担持量の場合、高い水素化脱酸素活性を示した

(図 1)。CO 吸着量から見積もった活性サイト数から

算出したターンオーバー速度においても、低担持量

の方が２倍以上の活性を示した。高担持量では、バ

ルク Ni2P と同様な EXAFS スペクトルであったのに

対し、低担持量では、ピーク強度が低く（特に Ni-

Ni）、Ni2P が微粒子化し高分散されていることがわ

かった。カーブフィッティングにより求めた Ni-Ni

配位数は、担持量の増加とともに増加し、2.0 (0.5 

Ni2P)、2.2 (1.0Ni2P), 3.7 (1.5 Ni2P), 4.1 (2.0Ni2P)であ

った。このように、高表面積、高い細孔容積を有す

る担体に、Ni2P を高分散担持することが水素化脱酸

素反応において重要であることがわかった。 

 

図１：Activities of USY-supported Ni2P catalysts for 

hydrodeoxygenation of 2-methyltetrahydrofuran 
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図２．Fourier transformed Ni K-edge EXAFS spectra of 

the bulk Ni2P and USY-supported Ni2P catalysts 

* ted_oyama@chemsys.t.u-tokyo.ac.jp  

500 520 540 560 580 600
0

20

40

60

80

100

C
o

n
v
e

rs
io

n
 /
 %

Temperature / K

0.5 Ni
2
P/USY

1.0 Ni
2
P/USY

1.5 Ni
2
P/USY

2.0 Ni
2
P/USY

USY

BPhoton Factory Activity Report 2012 #30 (2013) 




